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P−433　サ イ トメ ガ ロ ウ イ ル ス 胎内感染症 に続発 した ウ イル ス 関連性 血 球貪食症候群 （VAHS ）の
．・例
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妊婦の サ イ トメ ガ ロ ウ イル ス （CMV ）抗体保宥率の 低 ドに伴い
，
　 CMV 胎内感染症児の 増加 が 懸念され ， なん らか の 産科的 ア

プ ロ
ー

チ が 模索 され て い る が，予 防法は もちろ ん ，出生前診断法も確立 して い な い ．また，ガ ン シ ク ロ ビル （gan）に よ る新

生 児治療が 可能と な っ た もの の救命で きない 例も多 く， その 病態生理 の 理解 は 十分で ない と思わ れ る，今回 ， 我 々 は ， gan
に よ り緩解中に病状が 急変 し死 亡 した 症例を経験 したの で 報告す る．妊娠経過 ：母親 は30才 の 2 回経産婦 で，22週 に感冐様症

状が み られて い た．32週 1 日， 妊娠中毒症 の 診 断で 前医 に入 院後 ， 脂動減少 ， 胎児心拍 モ ＝・タ リ ン グ 上 loss　of　variab 三iityを認

め，33週 2 日，胎児脳室拡大，羊水過 多 が み られ，】ate 　decelerationも出現 した ため，帝
：E切開に て 分娩となっ た．新生児経

過 ：2370gの 男児で，　 Apgar　score は 1点 （1分）5点 （5分），気管内挿管，人 1二肺 サー
フ ァ ク タ ン ト投与後， 当院へ 搬送 さ れ

た．入院時よ り， 肝脾腫 ， 黄疸 ， 出血斑，脳室拡大，）lrli炎が認め られ，血 小板数2．6万，　GOT 　2422．GPT 　393．LDIH6280 ，直接 ビ

リル ビ ン 値］e．1，CMV −IgM1．87で ，
　 gan を開始 し た と こ ろ

， 肺炎 と肝機能 は 改善傾向が み られ た。そ の 後，肺 炎 悪化 の た び に

gan を使用 し た が，効果 は 認 め られ て い た．経腸栄養も確 立 し，比較的安定した状態 と思わ れ た が，87生 臼，急激なヘ モ グ ロ

ビ ン 値 の 低 下，代謝性 ア シ ドーシ ス ，高 K
÷
血 症，肝機能悪 化 ， DIC ， フ ェ リチ ン の 増加を認め ， 治療 に反応 しな い まま88

生 日 に死亡した．剖検 に て，脾臓に 著明な通隊 貪食像 を認め，ウ イル ス 関連性血 球貪食症 候群（VAHS ）が示唆 され た．考察 ：

CMV 胎内感染症 に対 して も，
　 VAHS を考慮した 治療計画が必要 と恐 わ れ た．

P−434 抗 HIV 剤長期投与に伴う男性 HIV キ ャ リア の 精液性状 の 変化
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【囗的】HIV は性行為 に よ り感 染す る
．・

つ の ウ イ ル ス とし て知 られ て い るが，男性が H 王V キ ャ リア で 女性が非キ ャ リア で あ る

夫婦 で 挙児希望 の 際 に どの よ うに 対応 す る の につ い て の 明確 な指針 は な い ．わ れ わ れ は，HIV キ ャ リ ア 精液 よ り 田 V 除去精

子 の 回収方法 と ともに，長期 に抗 HIV 剤 の 投与 を受けて い る HIV キ ャ リア に お け る精液性状の 変化な らび に受精能 に つ い

て の 検討 した．1方法】キ ャ リア （6例〉の 同意の もと，精液 の 提供 を受け，精液性状 の 分析，精漿中 HIV 　RNA 量，多 ma　Per−

coU 密度勾配法 に よ り分離 した精子分画中の HIV　RNA ，分離 した精子 の 受精能 に関して は Hypoosmotic 　swe 且ing　test（HST ）

を用 い て 検討 した．【成 績】ユ．核 酸系逆 転 写 阻 害剤 と Protease阻 害剤 の 投 与 中 の キ ャ リア で ｝ま，精子 数の 滅少 （1200 ± 400xIO4

／ml ＞と運動率の 低 下 （37± 15％）が認め られた．2．非核酸系逆 転写酵素阻害剤 と Protease阻 害剤の 投与 に変更され た キ ャ リ

ア で は精子数 （1800 ± 500× 10ソm1 ）， 運動率 （45 ± 2e％）と改善傾向を認め た．3．精漿中 HIV 　R醤A は並麟 1　HiV 　RNA と相関

し検 出 で きな い 症 例 も存在した．4，密度勾 配 に よ り分離 した精子分画からは 1・IIV　RNA は検出限界 （4copy／ml ）以下で あ っ た．
5．精子の 受精能は ，岡収 され た 運動精子 に お い て は抗 mV 剤 に よる羔 異 は 認 め な か っ た．1結論］HIV キ ャ リ ア 男性の 精液性

状は ， 投与 され て い る抗 HIV 剤の 種類 に よ り異なる影響を受ける事が 判明 し た．また ， 剛収 され た精子 分 画 か らは HIV は検

田限界以 下で あ り，HST か らは精子の 受精能 に も変化 は 認 め られ なか っ た こ とか ら ART に 供 す る こ と も可 能 で あ る と考 え

られる．

P−435　NRAMPI （Natural　Resistance−Associated　Macropha禦 Protein　1）遣伝子 とク ラ ミ ジア ・トラ コ マ テ ィ ス （C）感染

　　　　 との 関連
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【目的】NRAMp1 はマ ク ロ フ ァ
ージ 特異的 に発現 し，自然抵抗性 を担 う機能分子で ある．近 年，細 胞内寄生性 病 原体 に対す る感

受性 と NRAMP1 の 関連 が 明 らか に な り，
　 NRAMPI プ ロ モ ーターの 3種 の 多型性 （Al，A2 ，A3）で は A1対立遺伝子 に 発現 レベ ル

低下 に よ る 易感染性が 予想 され た．今 回，細 胞 内 寄 生性 細 菌 で あ る C に注 目 し，NRAMPI 遺 伝 子 との 関連 を検討 し た．【方法】

当院 を受診 した130例 （妊婦67例，不妊患者63例）を対象 と し た．遺伝子の 数集に 関 して は，医薬晶等治 験 ・臨床研 究審査委員

会 に審 査 承 認を 得 た上 で検体提供者 の 同意の もとに研究 に 供せ ら れ た．検体 を用 い て NRAMP ユ対立 避伝子頻度を遺伝子解析
した，また，C 抗体価 （lgA，lgG）を EIA 法に て ， 子 宮頸管内の C 抗原を PCR 法 に て測定 した．【成Wt］NRAMPI プ ロ モ ー

タ
ー

の 対 立遣伝子頻度は 妊 婦で は Al9 （6，7％ ），　 A230 （22，4％ ），　 A395 （70．9％ ），不 妊患 者 で は Ai 　15（11．9％ ），　 A214 （ll．1％ ），
A397 （77．O％）で あり，　 A ユの 頻度が不妊患者で 高頻度で あっ た．　 C 陽性 例 （抗 原あ る い は抗休 い ずれ か 陽 性） は妊婦 で23例
（34．3％），不 妊患者 で32例 （50，8％ ）と不 妊患者で 高い 傾向に あ っ た．不妊患者 で 子宮卵管造影を施行した 28例 の うち，卵管因

r・（卵管閉塞 ・水腫 ， 卵管采周囲癒着）あ り8例で は Al5 （3ユ．3％），A21 （6，2％），A3　10 （62．5％），卵管因子な し20例 で は

AI5 （12．5％ ），A25 （12．5％ ），A330 （75％ ）と卵 管 因子 あ りで A］の 頻度が 高か っ た．また，　 C 陽性例 も卵管因子あ りで 6例

（75％），卵管因子な しで は 9 例 （45％ 〉 と卵管因子 あ りで 高い 傾向に あ っ た．【結 論｝不妊 患者特に ， 卵管因 子 を もつ 症例 に

NRAMP ユの Al対 立 遺伝子，　 C 感染が 高頻度に 認め られ た．　 C 感染お よび そ の 重症 化 に NRAMPI の 関 与が示唆 され た．
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